
（別紙３）

～ 令和7年3月13日

（対象者数） 2人 （回答者数） 2人

～ 令和7年3月13日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者様からの要望なども聞きながら、さらにご家庭

と連携をとってお子さまへの適切な支援ができるよう

にしていきたい。

2

さらに支援の充実を図るための、取り組みを考えてい

きます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

個別支援と集団支援を組み合わせて、より子どもたち一

人人にの発達や特性に合わせた支援ができる。

保護者さまのニーズをお聞きし、それに合わせて個別支

援と集団支援の組み合わせなどを提案させていただいて

ます。

異学年交流（保育園児から高校３年生まで） 保育園児から高校３年生までの幅広い子どもたちが利用

していることで、お互いを尊重したり、思いやりや譲り

合い、助け合いなどの心が育つような取り組みを行って

います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

開所したばかりなので、現在支援している中で、今後課

題や改善点が出てきた時は、速やかに対応するようにし

たい。

令和7年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　ルート

○保護者評価実施期間 令和7年2月22日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


